
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3004 

令和５年度 工業科（工学系） 

 

教科 工業 科目 電気回路 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「電気回路Ⅰ」・「電気回路Ⅱ」（実教出版） 

副教材等 大阪府立淀川工科高等学校作成ワークシート 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

電気は、電化製品やコンピュータだけでなく、自動車や工場機械などさまざまな装置や機器で使わ

れており、現代生活に必要不可欠なものとなっています。電気基礎は、文字通り電気の基礎理論を

学ぶ科目です。小学校・中学校の電気の復習からはじめて、工業高校で必要な電気の基礎知識に関

して、ドリル形式のワークシート教材を用いて、自然と電気の概念と電気の計算が学べるように工

夫しています。 

 

２ 学習の到達目標 

基本的な電気現象、電気現象を量的に取り扱う方法、電気的諸量の相互関係とそれらを式の変形

や計算により処理する方法など電気に関する基礎的な知識と技術を習得させ、実際に活用する能力

と態度を育てる。 

(1) ・社会における電気の重要性や役割を理解し、工業科の学習全般に必要な電気の基礎的な知識

と、それらの知識の概念的な理解と演習を通して実際に活用できる技能を養う。 

・各種の公式の意味を理解し、正しい計算ができるようにする。 

・電気の基礎的な現象のグラフなどを把握することができるようにする。 

・電気基礎に関する計算などの技能が習得できるようにする。 

(2) ・社会における電気の利用や電気に関わる諸問題の解決、電気現象の数式処理などについて自

ら思考を深め、問題解決方法を適切に判断し、論述や報告書の作成、グループでの話し合い

や発表などに役立つ表現の能力を養う。 

・電気の基礎的な現象や電気の計算について発展的に思考・考察し、導き出した考えを的確に

表現することができるようにする。 

(3) ・直流回路、交流回路など電気の基礎理論に興味をもち、積極的に学習に取り組むとともに、

技術者としての態度を養う。 

・電気に関する知識や技能の修得と、思考・判断・表現の力を身につけるための粘り強い取組

みを通して、他者との協働により自らの力を相対化し、学びに向かって意欲的に取り組む力

や人間性を身につけるようにする。 

 

  



 

※令和４年度以降入学生用 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・社会における電気の重要

性や役割を理解し、工業科

の学習全般に必要な電気の

基礎的な知識と、それらの

知識の概念的な理解と演習

を通して実際に活用できる

技能を身につける。 

・各種の公式の意味を理解

し、正しい計算ができる。 

・電気の基礎的な現象のグ

ラフなどを把握することが

できる。 

・電気基礎に関する計算な

どの技能が習得できてい

る。 

・社会における電気の利用や

電気に関わる諸問題の解決、

電気現象の数式処理などにつ

いて自ら思考を深め、問題解

決方法を適切に判断し、論述

や報告書の作成、グループで

の話し合いや発表などに役立

つ表現の能力を身につける。 

・電気の基礎的な現象や電気

の計算について発展的に思

考・考察し、導き出した考え

を的確に表現することができ

る。 

 

・直流回路、交流回路など電

気の基礎理論に興味をもち、

積極的に学習に取り組むとと

もに、技術者としての態度を

身につける。 

・電気に関する知識や技能の

修得と、思考・判断・表現の

力を身につけるための粘り強

い取組みを通して、他者との

協働により自らの力を相対化

し、学びに向かって意欲的に

取り組む力や人間性を身につ

ける。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 電

気

の

基

礎 

・ 

直

流

回

路 

オームの法則、合成抵抗 

原子の構造、電荷、電流 

電位 

電位と電流 

電位の変化と交流波形 

オームの法則 

単位の換算 

正比例のグラフ 

反比例のグラフ 

単位の換算 

指数の計算 

電位、電位差 

分圧 

分流 

直流抵抗器 

分流器 

ブリッジ 

合成抵抗 

a: 電気基礎に関する基礎

的・基本的な知識を身につけ、

現代社会における電気の意義

や役割を理解している。電気

の計算に関する技能を身につけ、

電気技術者として技能を活用す

る能力を身につけている。 

b: 電気基礎に関する思考を深

め、基礎的・基本的な知識を基に、

技術者として適切に判断し、論理

的思考力や自己解決力を身につ

けている。 

c:電気基礎について関心をも

ち、電気の基礎理論の理解や

演習を主体的に学ぼうとする意

欲と態度を身につけている。 

 

ワークシ

ート 

 

ノート 

 

定期考

査 

ワークシ

ート 

 

ノート 

 

定期考

査 

ワークシ

ート 

 

ノート 

 

振り返り

シート 
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内部抵抗 

キルヒホッフの第１法則 

キルヒホッフの第２法則 

連立方程式 

 

     

２ 電
力
・交
流
回
路 

電力、電力量 

電流の発熱作用 

回路で消費される電力 

許容電流、温度上昇限度 

ペルチェ、ゼーベック 

抵抗率、導電率 

抵抗温度係数 

絶縁抵抗、接触抵抗、接地抵

抗 

三角関数 

三角関数のグラフ 

周期と周波数 

角速度 

周波数、角周波数 

交流起電力の波形 

交流起電力の瞬時値 

最大値、実効値、平均値、ピ

ークピーク値 

抵抗の交流電流波形 

コイルの交流電流波形 

コンデンサの交流電流波形 

RLC の交流電流波形と回転

ベクトル 

交流まとめ 

a: 電気基礎に関する基礎的・基

本的な知識を身につけ、現代社会

における電気の意義や役割を理

解している。電気の計算に関する

技能を身につけ、電気技術者とし

て技能を活用する能力を身につ

けている。 

b: 電気基礎に関する思考を深

め、基礎的・基本的な知識を基に、

技術者として適切に判断し、論理

的思考力や自己解決力を身につ

けている。 

c:電気基礎について関心をもち、

電気の基礎理論の理解や演習を

主体的に学ぼうとする意欲と態

度を身につけている。 

ワークシ

ート 

 

ノート 

 

定期考査 

ワークシ

ート 

 

ノート 

 

定期考

査 

ワ ー ク シ

ート 

 

ノート 

 

振り返りシ

ート 

 

     



 

※令和４年度以降入学生用 

３ 静
電
気
・磁
気 

静電気に関するクーロンの法

則 

電界の強さと点電荷にはたら

く力 

平行板コンデンサ 

コンデンサの直並列合成容

量 

磁気に関するクーロンの法則 

磁界の大きさと磁荷にはたら

く力 

アンペアの右ねじの法則 

レンツの法則、ソレノイドの磁

界 

磁束密度 

透磁率と磁束密度 

フレミングの右手・左手の法

則 

2本の直線状導体にはたらく

力 

電磁誘導に関するファラデー

の法則 

相互・自己インダクタンス 

静電気・磁気まとめ 

a: 電気基礎に関する基礎的・基

本的な知識を身につけ、現代社会

における電気の意義や役割を理

解している。電気の計算に関する

技能を身につけ、電気技術者とし

て技能を活用する能力を身につ

けている。 

b: 電気基礎に関する思考を深

め、基礎的・基本的な知識を基に、

技術者として適切に判断し、論理

的思考力や自己解決力を身につ

けている。 

c:電気基礎について関心をもち、

電気の基礎理論の理解や演習を

主体的に学ぼうとする意欲と態

度を身につけている。 

ワークシ

ート 

 

ノート 

 

定期考査 

ワークシ

ート 

 

ノート 

 

定期考

査 

ワ ー ク シ

ート 

 

ノート 

 

振り返りシ

ート 

 

     

 

※ 表中の観点について a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


